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〔論文審査の結果の要旨〕 

 

栄養不良は子どもの成長と発達に影響を与え，将来の健康リスクにもつながる。バング

ラデシュでは，症例発見率の低さ，限られた健康教育，不十分な健康評価，プライマリケ

アへのアクセスの問題から，5～12 歳児の栄養不良率が高い。それにもかかわらず，学校

には健康診断や健康教育のシステムはない。先進国では健康診断システムに加え，学校看

護師が子どもの健康向上に重要な役割を果たしている。そこで本研究では，バングラデシ

ュの小学生を対象に，学校看護師主導の健康教育を通じて親子の意識と知識を高め，栄養

不良を減らすことを目的とした。 

バングラデシュ農村部の児童を対象に，2021 年 9 月～2022 年 9 月にかけて，前向き非盲

検並行群間（1 対 1）クラスター非ランダム化比較試験を実施した。4 つの公立小学校を選

定し、介入群と対照群に割り付けた。訓練された学校看護師を介入群の小学校に試験的に

配置し，研究者が開発したエビデンスに基づく健康教育「小学校児童のための健康意識向

上プログラム」を用いて 9 ヵ月間実施した。ベースライン（登録）時点，中間時点（5 ヵ

月目），最終時点（12 ヵ月目）に，健康診断（身長，体重，肥満度（Body Mass Index:以

下 BMI））および質問紙データを収集した。604 人の児童が登録され，そのうち 455 人（対

照群：n＝220，介入群：n＝235）が研究を完了した。本研究の主要アウトカムは，栄養不

良率の変化とし，WHO-2007 の 5～19 歳児の年齢別 BMI 成長基準 Z スコア表を用いて評価し

た。副次アウトカムは，栄養に対する意識と知識の変化，および飲食に関する行動の変化

であり，研究者が事前に作成した質問紙（Cronback α=0.861）によって評価した。本研究

の有効性を検討するために，Per-protocol set 解析を実施した。両群間の変化を観察する

ために共分散分析を行い，群間の分布を比較するためにカイ二乗検定および Wilcoxon 順位

和検定を行った。また，両群間の BMI の変化を評価するために，多変量解析を行った。 



結果，児童の社会人口統計学的背景は，両群ともほぼ同様であった。ベースライン時点

と最終時点での児童の BMI カテゴリー割合には有意な差は見られなかった（p = 0.225）。

一方，ベースラインデータと社会人口統計学的変数で調整を行った後の多変量解析では，

介入群の児童の BMI は有意に増加した（p < 0.05）。最終時点の BMI は，父親の教育レベ

ルと関連があった（p = 0.027）。また，児童の体重，身長，BMI のデータは，各時点で緩

やかに増加した。介入群では，食行動，栄養不良に関する認識と知識が対照群と比較して

有意に改善された（p < 0.001）。 

児童の WHO 標準基準による BMI カテゴリー変化は 2 群間で有意差はなかったが，児童の

BMI や知識，行動は経時的に改善した。学校看護師の配置は，介入群の栄養改善にプラス

の効果をもたらしたといえる。また，学校看護師と学校当局や児童の親，地域保健員との

連携，健康診断結果のフィードバックと健康教育は有効に働いたと考えられる。本研究結

果から，バングラデシュにおいても，学校看護師の配置と児童の BMI モニタリングを含む

定期的な健康診断と健康教育の重要性が示された。 

 以上の結果から，本論文はバングラデシュの児童の栄養不良の低減における学校看護師

の配置と健康教育の重要性を明らかにした研究として高く評価される。 

 よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分

な価値あるものと認めた。 

 

 


